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海洋大循環シミュレーションの可視化における多変量解析の応用
Multivariate Analysis for Visualization of Oceanic Global Circulation Simulation
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数値シミュレーション結果の可視化技術は、解析対象とする現象や構造を直感的に理解するために必要不可欠な手法
である。しかし、データの値を色や不透明度に変換する伝達関数の作り方は無限にあり、より良い可視化画像を生成す
るためには、熟練の技やトライアンドエラーの繰り返しが必要となる。
そこで筆者らは、数値シミュレーション結果に対して、効果的な可視化を行うための伝達関数決定手法についての研

究を行っている。本研究では、特に、高解像度の海洋大循環モデル（OFES）によって得られた数値データからの特徴抽
出手法や、それらを強調した可視化手法を考案した。多変量解析を用いて温度や塩分、流速等のデータから特徴的な海
流や水塊、渦等をクラスタリングすることにより、可視化対象となる特徴量を抽出する。抽出された特徴量を明度や不
透明度として色相に組み合わせて用いることで、特徴的な構造を強調した表現を目指した。本発表では、これらの手法
を、黒潮や親潮等の海流や、特徴的な水塊の可視化へ応用した例について報告する。
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